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NY マーケットレポート（2018 年 4 月 18 日） 
 

 

出所：SBILM 
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NY 市場レポート 
 

≪ NY市場概況 ≫ 

 

NY 市場では、米国の主要な経済指標の発表がないことや、米主要株価が小動きの展開となったことを受けて、ドル円・クロス

円は序盤から小動きの展開となった。ベージュブック（米地区連銀経済報告）で、米景気の緩やかな拡大が示されたことを受け、

米長期金利が上昇し、一時ドル買い・円売りとなる場面もあった。米株式市場では、主要株価が狭いレンジ内の動きとなり、ダ

ウ平均が小幅安、ナスダック、S&P500 は小幅高となった。 

 

 

 

米地区連銀経済報告 

 

・見通しは明るいが、企業は関税に懸念を表明 

・鉄鋼価格が関税問題で上昇、著しく上げたケースも 

・物価上昇は続くと予想、鉄鋼や建設資材などで 

・経済活動は 12 地区で緩慢から緩やかなペースで拡大した 

 

・経済見通しは引き続き良好な一方で、製造業など輸入制限について懸念を表明 

・消費支出はほとんどの地区で増加した 

・自動車以外の小売業の売り上げと観光業はそれぞれ増加した 

・製造活動は緩やかに伸び、金融サービス以外の需要が総じて底堅かった。 

 

・住宅在庫不足が引き続き販売の抑制要因となったが、住宅建設と住宅用不動産活動は更なる拡大を示した。 

・商業用 不動産活動と建設活動は前回の報告から改善した。 

・輸送サービス業は港湾や航空、鉄道やトラック輸送に支えられ、過半数の地区において拡大した。 

 

 

 

米要人発言 

 

ブラード・セントルイス連銀総裁 

 

・米国債利回り、6ヵ月内に長短逆転あり得る 

・FOMC は政策金利を動かすべきではない 

 

 

クオールズ・FRB 副議長 

 

・より小規模な銀行は流動性で別のルール受けるべきだ 

・現在の利回り曲線フラット化は景気後退シグナルでない 

・米国は仮想通貨に対する良好な規制の仕組み欠く 

 

 

ダドリー・ニューヨーク連銀総裁 

 

・関税戦争になれば非常に悪い結果に 

・長期国債利回り上昇は経済が良好に推移のため 

・貿易と財政政策、中長期のリスクを高めた 

・より積極的な政策引き締めの論拠は強くない 
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安倍首相とトランプ米大統領の共同記者会見 

 

トランプ米大統領 

 

・米軍と同盟国のスキルがシリアで証明された 

・シリア攻撃で米国のミサイル撃ち落とされず 

・数週間以内に北朝鮮の金委員長と会うだろう 

・金委員長との会談を楽しみにしている 

・日本人拉致被害者の帰国にあらゆる手段尽くす 

・貿易不均衡の削減と米輸出拡大に努力 

・北朝鮮の非核化まで圧力継続するだろう 

・貿易不均衡の削減と米輸出拡大に努力 

・2国間の貿易関係の追求にコミット 

・日本への軍事装備品の売却促進を探る 

 

 

安倍首相 

 

・北朝鮮巡る情勢は歴史的な転換点を迎えている 

・北朝鮮に非核化で具体的行動求めていく方針を共有 

・すべての拉致被害者帰国に日米連携し働きかけ強化 

・米朝首脳会談で事態打開を強く期待 

・日米間の貿易投資をさらに拡大させていく論 

・自由で公正な貿易のための協議開始で米大統領と合意 

・茂木再生相が米通商代表と協議へ－日米貿易 

 

 

米企業決算がまちまちの結果となり、もみ合いが続く 

 

米株式市場は、金融大手の好決算が好感されたものの、米 IT 大手の決算が減益だったことから、もみ合いの動きが終盤まで続

いた。ダウ平均株価は、序盤に前日比 45 ドル高まで上昇したものの、その後は上値の重い動きとなり、結局 38 ドル安と小幅反

落となった。一方、ナスダック、S&P500 は小幅続伸となった。 

 

 

出所：Bloomberg 
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出所：データを基に SBILM が作成 

 

新規材料に乏しく、小動きの展開が続く 

 

米国の主要な経済指標の発表がないことや、日米首脳会議の会見が控えていること、また米主要株価が狭いレンジ内の動きが続

いたことを受けて、ドル円・クロス円は序盤から小動きの展開となった。そして、ベージュブック（米地区連銀経済報告）で、

米景気の緩やかな拡大が示されたことを受け、一時ドル買いとなる場面もあったが上値は限定的だった。米株式市場では、主要

株価が狭いレンジ内の動きとなり、ダウ平均が小幅安、ナスダック、S&P500 は小幅高となった。 

 

 
出所：総合分析チャート 

 

提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ

と、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容について

は万全を期しておりますが、その内容を保証するものではありません。 また、これらの情報によって生じたいかなる損害につい

ても、当社および本情報提供者は一切の責任を負いません。 

本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたものではありま

せん。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。  


